
特徴 
病気をおこす菌（カビ）が新しい葉へ入り、白い丸もちに似
た症状を起こします。日当たりの悪い湿った茶園で多く発
生し、雨が多く降ると発生が助長されます。 
夏の初めから秋に発生します。 
 

被害と対策 
収穫した新芽に発病した葉が混じると、出来上がった茶の
品質が悪くなります。 
茶園の日あたり、風通し、水はけをよくします。 
茶に肥料をやりすぎると、病気が出やすくなります。 

もち病（Blister blight ） 
Exobasidium vexans 

茶の病害虫 

葉の表から見た症状 葉の裏から見た症状 
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